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創成川汚染の生物学的研究

第 1報創成川の水質

上井

伊 藤哲

聴*

司*

A Biological Study on Pollution of the Sosei River 

1. Water Condition of the Sosei River 

By 

Satoshi INOUE** and Tetsushi lTo** 

まえヵーさ

長近諸i!f.業の発達，都市の発展と共に工業排水，下

水，尿尿処理等が社会問題となり，その被害と対策に

ついて種々論議されている。これら汚水は河川生物を

危機に曝すばかりでなく海に放流されてからも沿岸資

源に及ぼす被害は相当のものである。又農業I産税用水

として使用した際に細悶，寄生虫病の伝痛などの保健

衛生の南からも悪影響がみられている。この種の問題

の対策及び解決にはうたず汚染状況を通確に知ることが

必要である。

従来この種の研究については水質検査によって汚染

状況を判定する方法と生物学的方法とがあるο 前者は

河川とし、う常に流動的なものが対象なので調査時に汚

水を流していなかった場合には有効でなく，実際に工

業排水等で調査時に汚水を流さず或はその濃度より遥

かに薄いものを流して偽附するということがしばしば

行われていた様である。従って瞬間的な採水による水

の分析だけでは汚染状況の動態を把握することは困難

である。然し汚染の原因となる物質はどの位含まれて

いるかを最終的に決める為に必要なものである。河川

が汚染されると棲息する生物が必ず影響されるので清

浄な区域と汚染区域では生物相に変化がみられる。従

って過去の汚染や汚水による影響の結果が現在の生物

* 北海道大学良学部応用動物学教室
** Institute of Applied Zoo]Ogy. Faculty of Agricul 
ture， Hokkaido UnIversity. 

相によって表現されている筈である。それ故生物学的

調査によって汚染状況を明瞭に把握出来る。

創成川の汚染については化学的な調査研究が行われ

ている(玉置・井上 1952;中村・遠藤 1958)が生物

学的には細菌検査を除いて未だ調査されていなし、。筆

者らは以上の観点から都市汚染水の研究に基礎的資料

を与える目的をもって創成川汚染の生物学的研究を行

った。本報は:tず化学分析の結果による川の水質につ
いて述べる。

本文に先立ちいろいろ御指導と御助言を裁いた犬飼

哲夫教授並びに教室員の各位に謝意を表する。

創成川の概況

創成川は豊平川より源水を取入れ札幌市内を貫流し

て茨戸湖に注ぐ全長約 16kmの人工河川である(第

1図〉。豊平川の水は水門を通じて流入しているので

水門の調節によって水量が若干変動する。上流約 3

kmは曲折するがその後は大体直線状となり茨戸湖に

注ぐ直前に於t伏能川・発寒川と合流する。市街を流

れるに従い慶挨・汚物の投棄や家庭排水・下水・工場

排水等が流入して次第に汚染され，下水放流後の水色

は灰濁色を呈し浮泌物を措し1mて臭を発する様になる。

下流域ではこの川を濯殺に利用しているが，この様

に下水によっ ζ汚染されてし、る上に未処理の尿尿が放

流される例もあり，水田農家がl皮膚に炎症を起すと云

われた事がある。

ー般に底は砂利・:tL石及び砂であるが鉄道以北は次
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Fig. 1. Sosei River 水間 (Sphaerotilus)の着生が著しい。 rlT街では大部

分石垣で謎岸されている。

調査項目及び方法

1957 '9三 5 月 ~1958 年 4 月の一年間は水質による

川の区分を目的として 11のステーションについて，

1958 年 5 月~1O月の期間は主としこ季節変化を知る

為に 5 のステーション (A~E) について，なるべく

気象・水量の一夫常の少ない時期に底層採水を行い水質

その他を調査した。ステーションの位置は第1凶，調

査月日は第 1表に示した。

Table 1. Date of 8urvey 

MAY 17~20， 1957 

2 JUNE 7~ 8 

3 JULY 19~20 

4 AUG. 19~22 

5 8EPT. 27~28 

6 OCT. 24~25 

7 DEC. 17~18 

8 FEB. 1O~12， 1958 

9 MAR. 29~30 

10 APR. 22~24 

11 MAY. 21~28 

12 AUG. 20~26 

13 OCT. 20~25 

調査項目は気温，水温，流速， pH， j塩素量，アン

モニヤ量，溶存酸素量，過マンガン酸カリ消費量，及

びB.O.D.である。化学分析の方法は西条 ('56)に準

拠した。即ち pHは比色法， Clはモール法， D.O.及

びB.O.D.はウインクラー法， NH.-Nはネスラー北

色， KMnO，消費量は 0.01N 酸性法である。又B.

O.D.は 100cc酸素瓶を用し、 200Cに於いて5日間の

結果である。

結果

(A) 気温・水温

第 1~10 回の調査に於ては 11 のステーション， ~1 

11~13 固に於ては 5 のステーションについて測定し

た気温・水温の平均値を第2表に示した。

調査時聞は凡そ第 1~1O回は 10 a.m.~3. 30 p.m.. 

第 11~13 回は 2~3p.m. である。

第に水深が増し汚泥廃棄物等が底而を夜い砂泥中に丸 測定された最高水温は第 4回 (8月)の 8t.1に

石・玉石がみられる状態となる。又下水放流以後は汚 於げる 23
0
C，最低水温は第8回 (2月)の 81.1に
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於けるーo.SOCであった。

Table 2. A verage Temperature of 

Water and Air (OC) 

Air Temp. I Water Temp. 

20.3 9.2 

2 18.2 11.8 

3 23.4 19.5 

4 28.3 21.3 

5 17.0 12.0 

6 11.2 7.5 

7 4.2 1.9 

8 -0.3 1.5 

9 0.8 3.9 

10 14.2 6.9 

11 16.4 10.6 

12 23.0 19.4 

13 12.8 10.4 

札幌地方に於ける過去 50年間の種々の気象データ

をもとにして作製した季節区分によると(太田等， 19 

59) 5~6 月が春， 7~8 月が夏， 9~10 月が秋， 11~ 

3月が冬 4月が早春に相当する o

(B) 流速その他

表面流速を測定し計算によって平均流速を求め，更

に調査期間内の平均の流速を算定した。川幅，水深は

1957年12月の平均値である。全体の平均流速は 0.82

Table 3. Current Velocity， Width， and 
Depth of the River at Each 8tation 

8tation 

1 CA) 

2 

3 

4 

5 (B) 

6 

7 CC) 

8 

9 

CD) 

10 

11 (E) 

Average 

Width 
Cm) 

6.6 

13.2 

7.2 

7.5 

7.2 

6.0 

9.6 

13.0 

6.7 

8.0 

8.9 

9.4 

8.0 

Depth 
Cm) 

0.26 

0.23 

0.27 

0.36 

0.24 

0.59 

0.60 

0.50 

1.05 

0.80 

0.90 

1.25 

0.57 

Current 
Cm/sec) 

1.17 

0.56 

0.89 

0.93 

1.21 

1.05 

0.79 

0.73 

0.76 

0.60 

0.56 

0.37 

0~82 

m/secであり流程は約 16粁であるから流下には約5

時間半を要することになる。

くC) pH 

pH及び RpHの測定結果は第4表に示した。

pHは 8t.6以後硝酸性となり RpHは逆にアル

カリ性となる傾向が見られた。この理由は不明である

が 8t.6~7 に於て下水が放流され水質の変化即ち忠

化が起ることを示すものと考えられる。 7月に全体が

ややアルカリ性を示したが原因は不明である o 8t. 7， 

8， 9に於てしばしば pHが急変している。下水流入

以後に水質が思化するが流入物そのものによるよりも

汚染水の腐敗によってよりJ思い状態になることを示す

ものと恩われる。然し pHは大凡中性であり明瞭な区

分はないが 8t.6を境として上下の2部に分つこと

が出来る。

くD) 溶存酸素量

第2図は溶存酸素量の変動域をステーション符に示

したものである。

8t. 1~5 は常に 8p.p.m. 以上の D.O. があった。

8t. 3~5 に於て小規模の下水流入があるが D.O. はほ

とんど低下していなし、。然し下水が流入する 8t.6以

後は次第に D.O.が減少する。 8t.7より下流では下

水の流入がないにも拘らず D.O.は減少したままの状

Fig. 2. Extent of Variation of Dissolved 

Oxygen at Each 8tation 

p. p. ffi. 
14 

12 

10 
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2 

S t. 1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
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Table 4. pH and R pH at Each Station 

pH 

Station 孔1AY]UNE ]ULY AUG. SEPT. OCT. DEC. FEB. MAR. APR 恥1AY AUG. OCT. AVE. 

1 (A) 6.6 6.9 7.2 6.8 6.8 6.6 6.9 6.9 6.9 6.8 6.8 6.8 7.2 6.9 
2 6.7 6.9 7.1 6.9 6.8 6.6 6.9 6.9 6.8 6.8 
3 6.8 7.0 7.2 6.8 6.8 6.6 6.9 6.9 6.8 6.8 6.8 
4 6.6 6.9 7.2 6.6 6.6 6.6 6.8 7.0 6.8 6.8 

5 (B) 6.7 7.0 6.9 6.7 6.4 6.6 6.9 6.9 6.8 6.8 6.8 6.8 7.0 6.8 
6 6.8 6.8 7.2 6.S 6.6 6.4 6.7 6.8 6.6 6.7 
7 (C) 6.7 6.8 7.4 6.4 6.6 6.4 6.7 7.3 6.4 6.4 6.7 6.6 6.9 6.7 
8 7.2 6.8 7.4 6.8 6.4 6.7 6.6 6.9 6.6 6.8 

9 (D) 6.3 6.8 7.6 6.4 6.4 6.7 6.7 6.7 6.4 6.7 6.5 6.4 6.7 6.6 
10 6.2 6.2 7.3 6.6 6.6 6.7 6.4 6.7 6.7 6.6 
11くE) 6.2 6.2 7.3 6.5 6.6 6.7 6.4 6.7 6.4 6.7 6.3 6.4 6.7 6.5 

R pH 

1 6.9 7.0 7.1 6.7 6.8 6.7 6.6 6.9 6.7 6.9 6.8 
2 6.7 7.0 7.2 7.0 6.8 6.7 6.6 6.9 6.9 6.9 
3 6.9 7.0 7.2 7.0 6.6 6.7 6.6 6.9 6.8 6.9 6.9 
4 6.8 6.9 7.2 7.0 6.8 6.7 6.6 7.2 6.9 6.9 

5 6.9 6.9 6.9 7.0 6.8 6.8 6.7 7.1 6.7 6.9 6.9 
6 6.9 7.1 7.2 7.0 7.6 6.9 7.2 7.1 7.2 7.1 
7 7.2 7.1 7.4 7.2 7.5 6.9 7.3 7.1 7.2 7.2 7.2 
8 7.5 7.3 7.4 7.4 7.1 6.9 7.1 7.2 7.2 7.2 

9 7.2 7.2 7.6 7.2 7.2 7.1 7.3 7.0 7.3 7.2 7.2 
10 7.2 7.0 7.3 7.2 7.2 7.1 7.0 7.1 7.2 7.1 
11 7.1 7.0 7.3 7.1 7.3 7.0 6.9 7.0 7.3 7.2 7.1 

態である。 St.11に於て僅かにi恢復の兆を認めること

が出来る。 St.8~St. 10に於てイ互い D.O.量を示すの

は汚水が腐敗悪化して酸素を消費する為と思われる。

酸素の溶存量は温度によって兵るので D.O.の飽和

度を百分率で表現しその変域を示したのが第3図であ

る。

8tation 

St. 6をJ克として 80μ 以よの飽和度をもっ区域と

80;?;;以下の区域とに明瞭に区分されてし、る。第2!ヨ

及び第 3図に於いて下水流入以後の D.O.量及び D.

O.μ の上限は上流部の下限とほぼ同じであり St.1 

~S の区域と St. 6~11 の区域に分けることが出来

る。

F'ig. 3. Extent of Variation of Saturation 

Point of Dissolved Oxygen at Each 
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(E) B.O.D 

B.O.D.のステーション毎の変動域を第4図に示し

た。

St，1 2 3 4 8 10 11 

8t. 6以降の上限値を決定出来なかったが，特に

St. 7附近は相当高い B.O.D 値が期待される(遠

藤・中村 '58)。然しそれ以後次第に恢復する傾向が

認められた。

8t. 1~2 に北しSt. 3，-....，5は小規模な汚水の流入の

影響によって高い B.O.D.を示し特に 8t.5に於て

10 p.p.m.に達したことがあった。 St.6以後は大量の

下水流入にょっ-c:.B.O.D.が著しく高かった。然し

St. 10及び 11に於て約 3p.p.m.の B.O.D.を示し

たことがあった。酸素量に比較して B.O.D.値は汚染

60 

<lQ 

20 
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状況を良く反映している。

(F) 区MnO.消費量

第5図は KMnO.消費量のステーション別変動域

を示したものである。この結果は D.O.及び B.O.D.

と相関し下水が放流される St.6以後が高い値を示し

ている。 St.9に於て最大値が測定された。

(G) NH.-N 

NH.-N検出値の変動域は第6図に示した。 St.3以

後既に或程度汚水の流入していることが NH.-Nの

検出で哀付けられているが St.6以後即ち下水放流後

は急激に増大している。最大値は下水放流の終る St.

7に於て測定された。

(H) 塩素量

塩素量の変動域をステーション停に示すと第7図の

如くである。

Fig. 6. Extent of Veriation of NH.-N 
at Each Station 
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Fig. 5. Extent of Variation of KMnO. 

Consume Volume at Each Station 

上，下流の差は著しくないが漸増の傾向がある。そ

して全てのステーションで 30p.p.m.を超えることが

あった。平均値からみると St.1~5 と St. 6~11 に

大別出来る。最大値は St.8に於てみられた。

11 10 9 8 6 3 2 SI.1 p. p. m. 

10 

B 

水質の季節変化

1957 年 5 月 ~1958 年 4 月の調査結果から，更に

1958年5月以後はステーションを整理して 5ステー

ションとし，ステーション毎に各季 3~5 回調査して

季節的な変化を求めた。調査地点は第1図に示しであ

る。

(A) pH 

第 4表に示した通り pH の変動域は 6.2~7.2 の間11 SI. 
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Table 4. 8easonal Fluctuation of pH 

Station I A B 

8pring (， 57) 6.8 6.9 6.8 6.4 6.2 6.6 

Summer 7.0 6.8 6.9 6.9 6.9 6.9 

Fall 6.7 6.5 6;5 6.6 6.6 6.6 

Winter 6.9 6.8 6.8 6.6 6.6 6.7 

Spring ('58) 6.8 6.8 6.7 6.5 6.3 6.6 

Summer 6.8 6.8 6.6 6.4 6.4 6.6 

Fall 7.2 7.0 6.9 6.7 6.7 6.9 

Average 6.9 6.8 6.7 6.6 6.5 

にあり， '57年の夏が中性，秋に酸性であったのに対

し'58年の夏は酸性，秋に中性となっている。

(B) D.O. 

D.O.及び D.O.μ の季節変化はそれぞれ第8関

及び第9凶に平均値で示した。

D.O.は冬季及び融雪期に増大し夏季に減少してい

る。又 St.A及び B と下水放流後の 8t.C， D， E 

とが明瞭に区別されている。上流部の季節変化に比較

して汚染された区域の季節変化が著しく従って夏季に

上流部と下流部の較差が大きくなる等の傾向がある。

又上流部の D.O.~;;は pH 同様 '57 年の夏から秋へ

の減少傾向に対して '58年の夏から秋への増大傾向が

認められた。

CC) B.O.D. 

B.O.D.の最大値が不明なのでB.O.D.の変動ば

St. A及。:Bだけを第 10図に示した。秋から冬に

Fig. .8. Seasonal Fluctuation of D‘O. 

p. p. m 

Spring¥' 57) 5ummer FaU ¥¥'inter (， 58) 5pringS1Jmmer FaU 

かけて B.O.D.は増大し春及び夏には比較的低いこと

が認められた。この傾向は遠藤・中村 ('58)の結果と

も一致する。

(D) 区MnO.消費量

KMnO.消費量を各季の最大値について示したのが

Fig. 9. Seasonal Fluctuation of 8aturation 
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第 11図である。季節的な変動は不明瞭であるがその

量は次第に増加してゆく傾向を認めることが出来る。

(E) NH.-N 

NH4-Nの季節的変化は不明瞭であるが本李に他の

季節より低いことが認められた。

(F) 塩素量

第 12¥i{!は各ステーションに於ける塩素量の変動を'

季節待に平均値で示したものである。

Fig. 12. Seasonal Fluctuation of Chloride 

p.p.m. 

30 

Spring (， 57) Summer Fal! Winter (， 58i Spring Summcr Fall 

第7図のステーション毎の変動域と比較すると場素

量はステーションの変化よりも季節的な変化がより大

きい。そして夏及び冬に多く春及び秋が少い。又 '57

年の秋は夏に比較して低下しているが '58年の秋はそ

れ程低下していなし、。これは pH，D.O.と同様の傾向

である。

汚染の日中変化

汚染は夜間は恢復するという予想のもとに汚染度の

日中変化を5月下勾に調査した。汚染されない区域の

St. A.下水の放流が終る St.C，川口近くの St.Eを

調査の対象とした。調査時期は比較的良好な水質を示

す季節であった(季節変化の項参照〕。調査地点の概

況は第5表に示した。日中の水質の変化は第 13!2iに

示した如くであった。

pHは殆ど変化せず，水温は朝最も低く午後に高く

なり以後次第に低下する。その較差は各ステーション

共約 60Cであった。

D.O.及び D.O.μ は St.A では朝から夕方へ次

第に低下し St.Eに於‘ては午後次第に低下してゆく

傾向がある。 St.Cでは朝は St.Aと同程度の D.O.

があるが次第に減少し午後 3~4 時が長も低く，その

後再び上昇して 9p.m.頃には St.A と同程度に恢

復してし、る。 St.Eは St.A の約半分の D.O.を示

しSt.C .fj;長低値を示した時 St.A と St.Eの中

間の量であった。

St. A及び St.Eに於てはB.O.D.の日中変化は

殆ど見られず St.Cに於て数値Iは決定出来なかった

が午後に最大値を示す。朝方が辰も低いが-{れでも

St. A は勿論 St.E よりも多い。そして夕方に恢復

する傾向があった。 St.Eに於て夕方に上昇の兆があ

った。遠藤・中村 ('58)は '58年の4月の調査で下水

の B.O.D.日中変化を調査し朝が長も低く以後次第に

増大し 9p.m迄増加することをみている。筆者等の

調査では B.O.D.ばかりでなくその他のものについて

も下水流入の影響を直接示すと思われる St.Cに於

て午後に最大値があって以後は恢復している。この原

因は創成川の水による稀釈と午後の水温にあると思わ

れる。

塩素量の日中変化は St.A及び E に於ては殆ど

なし、が St.Cに於て午後に増加することが認められ

た。 St.Aが辰も低く St.Cがこれに次ぎ， St. Eが

最も高い塩素量を示した。

NH.-Nは St.A に於ては極めて微量であり， St. 

Eに於てはほぼ 4定量であって共に日中変化はみられ

ない。 St.Cに於て朝方は比較的少いが午後に著しく

増加する。しかし夕方には再び低下する。

KMn04消費量は St.A及び St.Eに於て殆ど変

Table 5. Topographical Features of Stations on the Diurual 

Fluctuation of Water Condition 

At 3 p.m. A verage Current 
Station Date Weather Velocity (m/sec) Air Temp. (OC) Water Temp.(OC) pH 

A 28/V '58 Fine 19.0 11.0 6.8 1.80 

C 21/V '58 Fine 22.0 11. 5 6.7 1.25 

E 27/V '58 Fine 23.0 17.0 6.3 0.35 
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化なく St.Cに於て午後増大し夕

方恢復する傾向があった。従って朝

方は St.Cは St目 Eより低いが午

後には St.Cが長も高し、値を示

Fig. 13. Diurnal Fluctuation of Water Condition 

at A， C， and E 8tation. 

す。

従って汚染度は午後に於て巌大値

を示し， 6染の極めて少ない St.A 

及び汚染された 8t.Eでは水質が比

較的安定しているが下水の流入によ

って水質が悪化する 8t.Cに於て

は水質は不安定であった。朝の水質

は比較的良好であったのでこの午後

の悪化は下水の流入の為であると考

えられる。然し夕方に恢復すること

は，下水の水質がむしろ悪化してい

ト_.0---<弘、、brσ y¥. 

、、可コ

6 am. 9 12 3 6 
20. 

CI p. p. m.1 
Oーベコド、 ...0 

、可〉ーー〈コ~--

16 

るので下水流入量が減少する為か或 12 

% 
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60卜_...0---........ 
0・-0--一、、℃

40 

9 p. ffi. 6 9 9 1212 3 6 

p. p.ffi. 

12 

8 

B.O.D 

は水温[の低下によって水質の劣忠化

が幾分緩和される為と忠われる。

可--'>ー→--0\4~ _ø~コ¥。 Io--<r---o----<Y-

考察

創成川の汚染については石館・安

部 ('35)，山崎 ('45)， 玉置・井上

('52)，遠藤・中村 ('58)がそれぞ

れ化学的及び細菌学的な調査を行っ

ている。 1951~52 年の調査では多

少の自浄作用は認められるが衛生的

でないと報告し， 1957~58 年の調

査では自浄作用は認めるが水質は下

水化しこの水量では者lir!i下水の包容

8 

p.p.m 

4 

3 

力がないと述べている。以上の報告から，水質は年毎

に悪化していると忍われる。

中村・遠磁 ('58)は創成川などについて公共汚濁防

止法案〔第6表〕と比較して下水流入後の水質は基準

に不適格であることを示している。

KMnO.Consum. p. p.m. 

3 

2 

NH.-N 

5t.A 司ーー-SI. C ----51. E 

Table 6. 8tandrds of the 

Bill of Public Prevention 

for Pollution (Japan) 

pH I S.8~9.0 

D.O. I Above 5 p.p.m. 

20
0
C 
5 Days I Below 5 p.p.m. 
B.O.D. 

83 

9 

¥¥、。

第6表によれば今次調査に於て pHは全て適格であ

った。然し D.O.については 8t.7以後は不適格であ

り， B.O.D.については 8t.5以後は不適格であるし

8t. 3及び St.4も不適な時がある。又 8t.6~9 に

於ては基準内のことは s度もなかったが， 8t. 10及び

8t. 11に於ては 5p.p.m.以下の B.O.D.の時があっ

fこ。

第7表は英国王立汚染処理委員会の水質限界値であ

る。この値を超えた時は明らかに汚染があることを示

すものである。 B.O.D.についてみると 8t.3以後は

この限界を超えて居る。この地点以後は汚水の流入の

影響が表われている。又 D.O.は St.7以後に於て

S.7p.p.m以下になることが多い。 NH.-Nについて

は 8t.6以後が限界以上になっている。 KMnO.消費

量は分析方法が兵るが4p目p.mを超えているのは 8t

6以後であった。 この様に 8t.1~2 は凡て基準内に
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Table 7. Limits of River Water 

Qua¥ity by Royal Committee of 

Disposition of Pollution 

18.30C， 5 Days 
B.O.D. 

4 hours 
N/80 KMnO， 

N (Organic) 

Suspension 

D.O. 

4.0 (p.p.m.) 

4.0 

0.45 

pHに関しては下水流入による水質の必化が比較的経

j支であった。

St. 1~5 の D.O. は全て 8p.p.m. 及び 80 ~~以上

なのでかなり消{4tな状態にあり A・A 紋の水質であ

る。然し St.3~5 に於いて 8.6p.p.m. 以下のことが

あった。 St.6に於いては 7.5p.p.m.以下になり A

級であるが疑わしし、状態にある。 St.7に於いては一

般に B級であるが夏には 4p.p.m.以下の C級，冬

には 8p.p.m.以上の A.A級になる。 St.8以後も同

様でi1tv、状態にある。 St.11に於いて冬に 9.3p.p.m.
以上の清浄な状態を示したことがあった。

B.O.D.の許容限界は 5p.p.m.であるが基準内の状

あるが St.3~5 は B.O.D. のみが基準外である。 St. 態、を常に示したのは St.1及び St.2である。 4p・P

6~9 は全てに於て基準外にあり， St. 1O~11 も大体 m.以ドなので汚水の流入は殆ど考えられない。然し 3

基準外であるが B.O.D.値が基準内にある例があっ p.p.m を超える場合(冬季〕があって A級のかなり

た。従って St.7~9 が最も汚染度が高い。 清浄な状態、にある。 St.3~4 は B 紋の疑わしい状態，

第8図は王立汚染処理委員会が河川の平均分析値か St. 5は C級の疑わしい或は劣った状態にあり特に

ら水質の状態を 5段階に表現したものであり，第9図 冬が悪い。 St.6~9 は常に C 級で惑い状態、或は極め

はメリランド州汚濁防止委員会の水質の紋別表であ て悪し、状態、である。 St.1O~11 に於いては C 級の思

る。 い状態にあるが冬季に 5p.p.m. の基準内の場合もあ

これらの表によって調査結果を考察すると次の如く った。

である。 塩素量;は St.1に於て既に 30p.p.m.を超える状態

pHは全てのステーション全ての季節に於いて限界 であった。春及び秋は比較的良好で特に春は全ステー

内にあり A.A級の水質状態にあることを示した。 ションが 20p.p.m.以下を示し清浄な状態であった。

River Conditions 

Very C¥ean 

Clean 

Fairly Clean 

Doubtful 

Bad 

Table 8. Average Analysis Values (p.p.m.) of River Water 

by Royal Committee of Disposition of Pollution 

4Hours O'A 18.3
0
C， 5 Days NH，-N Chloride D.O. B.O.D. 80

0
F， N/80 KMn04 

1.0 0.04 10 11.0 2.0 

2.0 0.24 25 9.3 2.5 

3.0 0.67 30 8.6 3.0 

5.0 2.5 50 6.6 5.0 

10.0 6.7 >50 Low 7.0 

Table 9. Standards of Preventive Committee of Pollution， Maryland， U.S.A. 

C Lass A.A A B C 

pH Month. Ave. 6.2~8.4 5.9~9.0 3.8'" 5.8 Below 3.8 
9.0"'10.5 Above 9.0 

D.O. Month. Ave. Above 7.5 Above 6.0 Above 4.0 Be¥ow 4.0 

(p.p.m.) 
Min. Ave. of Day Above 6.5 Above 5.0 Above 3.0 Below 3.0 

一一一一一一ー 一一一一一一一一一 一一一一一一一ー

5 Days 200C 恥1onth.Ave. Below 0.57 Below 2.5 Below 6'0 Above 6.0 

B.O.D. (p.p.m.) 
一ー ー『

Min. Ave. of Dav Below 1.0 Below 3.5 Below 7.0 Above 7.0 
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夏及び冬は疑わしい状態にあるが 50p.p.m.を超える (1) pH は上流では 6.8~7.2 を示したが下水放

悪い状態ではなし、。 流後酸性となり 6.2迄変化した。又汚染の甚だしい区

NH.-Nの検出量からみると St.1~2 は極めて清 域ではしばしば前後の区域よりアルカリ性となった。

浄， St. 3~4 は清浄， St. 5はかなり清浄な状態にあ 然しその範囲は基準内にあるので汚染を明示するもの

る。然し下水放流以後の St.6~11 は悪い状態にあ ではなかった(第4表〉。

った (2) D.O.は St.1~5 の汚染の弱い区域と汚染の

この様に各ステーションの水質を評価してみると下 強し、 St.6~11 の区域が 8p.p.m. 及び 80μ を境界

水流入の影響が明瞭に表われている。水源である豊平 として明瞭に区分された(第2凶及び第3図〉。季節

川は既に清流でないし或程度汚染されている。従って 的には夏に低下し冬に増加するが特に夏は汚染区が著

St. 1~2 は清浄な状態にあるとしても，相対的な意味 しく低下するので上下流の汚染による較差が最も大と

の上から非汚染区域と認めることになる。 St.3~5 は なる(第8及び第9図)0 KMnO.消費量も下水流入

小規模の下水流入によって疑わしい状態とされ，更に 後増大した〔第5図〕。

St. 6~11 は大量の下水流入及びその後の腐敗悪化或 (3) B.O.D.及び NH.-Nは St.3以後の小規模

はパクテリヤの酸素消費によって惑い状態になってい 汚水の流入に直ちに反応し St.6以降は著しく増大し

る。 た(第4図及び第60主D。又春季に比較的低く夏冬は
従って創成川を水質によって区分すると次の到lくに 増加した(第10図入これらは汚染状況を最も明確に

なる。 示すものであった。

非汚染区 St. 1~2. (4) 塩素量は汚水の流入によって増加するが汚染

汚染が殆ど認められない。 を示すものとしては不充分であった(第7図〕。然し

弱汚染区 St. 3~5. 季節的変動が著しく夏冬に増加し，春秋に減少した。

汚水の流入によって次第に汚染されつつある区 (第 12図)

域 (5) 非汚染区及び汚染区では水質は比較的安定し

汚染区 St. 6~1 1. ているが汚水の流入によって水質が低下する区域では

St. 6~7 は大量の下水が流入して水質は著し 日中変化を示し午後に最も汚染度が高くなった(第

く低下する。 13図〉。

St. 7~9 は汚水の流入はないが汚染水が腐敗 水質は一般に朝及び、春季が比較的良好だが午後及び

悪化する区域 夏季には最も悪化する。

St. 9~11 は水質は低下した状態にあるが恢復 (6) 創成川の水質は下水の流入によって著しく J忠

の徴候が認められる。 化する。多少の自浄作用は認められるが約7粁下流に

St. 9~11 ，特に St. 1O~11 に於て一応恢復の兆を 於ても水質は好転していない。

認めることが出来るが然しはっきりした恢復区ではな (7) 創成川を水質によって水Fうから公園迄の非汚

い。最後の下水放流地点から )I[口迄は約8粁あり， 染区，公園から鉄道迄の弱汚染区，鉄道以北茨戸迄の

B.O.D.によっても或程度恢復し ζいるし自浄作用も 汚染区に区分することが出来た。

行われていると考えられる。然し D.O.その他からみ

ると水質はあまり好転していない。 St.9~11 の聞に

濯減水の流入があり，それによって汚染水が稀釈され

るのも大きな因子となっていると考えられ，河川内部

の浄化作用及び大気からの渉透等は甚だ少し結局自

浄作用は認められるが極めて弱いので恢復が遅れてい

ると恩われる。

摘 要

創成川の汚染状況を生物学的に調査する為に珠境要

因としての水質を化学的に検査した。
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Resume 

Chemical investigation of the 80sei river was 

carried out from May， 1957 to October， 1958 

for the purpose to determine water condition 

as the environmental facter， which influences 
on the relation between sewage and aquatic 

animals. 

The 80sei river is polluted by sewage of the 

city of 8apporo receiving sewage effiuents. The 

stations of the investigation are showed in Fi-

gure 1. The topographical features are given 

in Table 2 and 3. 

The pH varied between 6.2 and 7.2， having 
an inclination to acidity by the inflow of the 

sewage， but this does not much with the situa-
tion considering from the general standard of 

water quality. (Table 6 to 9). 

The saturation percent of dissolved oxygen 

at stations from 8t. 1 to 8t. 5 were above 80μ 

and they always had over 8 p.p.m. of D. O. 

But it decreased at 8t. 6 which received some 

big amount of effiuent of sewage. They were 

almost below 80μat stations from 8t. 7 to 8t. 

11 and did not recover. These stations had 

very little D.O.， for example 2 p.p.m.， so there 
was very high pollution (Ffg. 2 and 3). D.O. 

had seasonal fluctuation， very few in summer 
and much in winter (Fig. 8 and 9). 

B.O.D. at 8t. 1 and 2 were always below 4 

p.p.m.， showing clean condition. It exceed 4 
p.p.m. at stations from 8t. 3 to 5 occasionally， 

especially it reached 10 p.p.m. at 8t. 5， which 
had influences of a little amounts of sewage 

being recognized as doubtful codition. After 

polluted by big effiuents at 8t. 6 to 11， B. O. 
D. increased much and it always over 5 p.p.m. 

at stations from 8t. 6 to 8t. 9. These stations 

were in bad condition so far as the aquatic life 

is concerned (Fig. 4) 

The examination of NH.-N and KMnO. 

consumption showed almost equal feature 

throghout the stations. The chloride increased 

after the inflow of the sewage， but the seasonal 
fluctuaion became more remarkable， which in-
cτesed both in winter and in summer. 

The diurnal fluctuation of the pollution was 

observed at the station which received the se-

wage and it became worse in the afternoon， 
though there were not much fluctuation in the 

non-polluted and polluted stations. 

By the results of chemical investigations， the 

river is to be divided into three zones， as non-
polluted (8t. 1-2)， weak-polluted (8t. 3ーの， and 
polluted (8t. 6-11). 

The selfpurification was recognized but it was 

so weak that could not set up the recovery 

zone. 


